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全 国    16,900     1,040   176,100 100%   161,900  
北 海 道     1,030       629     6,480 3.7%     6,220  
青 森       434       908     3,940 2.2%     3,070  
岩 手       356       892     3,180 1.8%     2,880  
秋 田       180     1,020     1,840 1.0%     1,660  
山 形     1,500     1,110    16,700 9.5%    15,100  
福 島       263     1,010     2,660 1.5%     2,380  
茨 城       244       860     2,100 1.2%     1,950  
群 馬       137       869     1,190 0.7%     1,100  
埼 玉       168       835     1,400 0.8%     1,330  
新 潟       254       840     2,130 1.2%     1,850  
富 山        29       720       209 0.1%       203  
石 川       157       762     1,200 0.7%     1,090  
山 梨     3,820     1,130    43,200 24.5%    40,400  
長 野     2,310     1,120    25,900 14.7%    24,200  
愛 知       461       926     4,270 2.4%     3,900  
滋 賀        54     1,120       605 0.3%       555  
大 阪       413     1,210     5,000 2.8%     4,800  
兵 庫       263       986     2,590 1.5%     2,470  
鳥 取        69       882       609 0.3%       562  
島 根       236       944     2,230 1.3%     2,120  
岡 山     1,130     1,480    16,700 9.5%    15,000  
広 島       277     1,110     3,070 1.7%     2,780  
香 川       182       727     1,320 0.7%     1,160  
愛 媛       151       799     1,210 0.7%     1,130  
福 岡       802     1,030     8,260 4.7%     7,660  
大 分       285       947     2,700 1.5%     2,460  
宮 崎       165     1,140     1,880 1.1%     1,700  
資料：農林水産省「平成 29 年産日本なし、ぶどうの結果樹面積、収穫量及び出荷量」 
－ 185 － 






とはいっても「昭和 10 年（1935）に大阪の栽培面積は 866ha で全国最大であった」（柏原市立
歴史資料館[2011]）、10 頁）し、同年の大阪のブドウの生産量は 11674 トンで 11174 トンの山梨
を凌駕し、全国第 1 位となった（大阪府南河内農と緑の総合事務所「南河内ぶどうの過去・現













































柏原村の実綿の作付面積は明治 6 年の 29 町から明治 11 年には 19.45 町、13 年には 15.78 町に










－ 187 － 
下ブドウとしての大発展には大阪鉄道の開通が一つの基盤になっていた」(同前)。柏原市史編
纂委員会[1972]によれば、大正 15 年のブドウ作付面積は 132 町 5 反歩で、収量は 53 万貫、米
作面積 58 町３反歩の 2.3 倍の規模に達していた。柏原市立歴史資料館[2011]では「堅下村のぶ
どう栽培面積は、大正 10（1921）年に 30.0ha、大正 15（1926）年には 132.5ha に、そして昭和
10（1935）年には 240ha に急増した。それに伴って生産高も、大正 10 年には 551ｔ、大正 15
年には 1,988ｔ、昭和 10 年には 3,600ｔと伸びている」（10 頁）と記されている。この記述を手
掛かりに考えると、堅下村のぶどう作付面積は 1921 年から 1926 年にかけて 4.4 倍に、1935 年
にかけて 8 倍に、生産高では 1921 年から 1926 年にかけて 3.6 倍に、1935 年にかけて 6.5 倍に
伸びている。大正 15 年段階で米作の 2.3 倍に作付面積が拡大したブドウはその当時でも堅下の
代表産品となっていたと考えられるし、その後の拡大によってブドウは堅下村の主力産品の位
置をさらに固めていったと考えられる。大正 15 年段階でブドウ作付面積の内訳をみると、甲州












































1 月 27 日‐2 月 1 日 「葡萄切込」 おそらく剪定 
2 月 9 日‐12 日 「赤松葡萄足立」 赤松材でぶどう棚支柱づくり 
2 月 13－3 月 5 日 「葡萄棚」 竹を使って棚づくり 
2 月 16 日 「葡萄苗植」 
2 月 23 日 「葡萄ニションベンヲキ」 おそらく肥料として 
3 月 6 日 「葡萄ツルクバリ」 弦を棚に這わせる 
3 月 7 日、4 月 1 日 「土運び」 土壌の補充 
3 月 26、4 月 4 日 「葡萄ツルオサエ」 弦の固定 
3 月 28、31 日  ぶどうの苗木入植(28 日に 1,200 本 
4 月 25、5 月 4 日 「目（芽）カキ」 芽の選別 
－ 189 － 
4 月 27 日 「草ケズリ」おそらく除草 以後 5/16、19、22、23、7/5、13、26、9/5 
5 月 9‐17 日 「袋着セ」 渋引き袋 5,028 个（固） 
5 月 20 日‐8 月 9 日の 25 日 「水ヤリ」 晴天日の午後 6 時から 1～2 時間ほど 
5 月 22、23 日 「糞ヲキ」 おそらく干鰯を土壌に 
5 月 26 日 「花盛」 
6 月５、6、12 日 「袋取リ」 
 7 日 「袋ノバシ」3,350 个、「シブシナオシ」363 个 
 18 日 「袋ノバシ」1,190 个 
6 月 11 日 「葡萄ノ糞」 「イワシ 39 貫 400 目」を「代 6 円 40 銭」で購入 
6 月 13、17 日 「薬ヲカケル」 
6 月 19、7 月 16、17、26、8 月 6、12 日 「イワシノダシカケ」イワシの煮汁を肥料として 
6 月 16、19 日 「ブンブン取」 ブイ？コガネムシ科の昆虫 
8 月 13 日  初出荷 最後の出荷は 10 月 29 日 
 初出荷は大阪天満への出荷で、「午後 4 時に 6 箱を用意し、午後 11 時に出発、翌日 4 時 30
分に天満着」。「人夫１人と初一の２人で 6 箱、8 貫 550 目」の荷を担いで徹夜で歩いて、「6 時
30 分にぶどうは無事に売れ、代金は 4 円 38 銭であった。帰りは天王寺から鉄道で帰っている」




イン醸造の 3 側面からさらに発展を遂げる。販売からみておこう。 
山﨑家が所蔵する資料の中には「売付通知書」も含まれており、安村[2011]では次のように
紹介されている。 
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 当時は個々の栽培農家が出荷をも担当していたが、大正期後半には 2 つの出荷組合が誕生し
た。「大正 10 年 8 月、安堂、高井田、大平寺、大県、平野などが一団となって堅下ブドウ出荷
組合を創立した。大正 13 年 7 月には堅下ブドウ安堂出荷組合も結成された。昭和 3 年当時、堅
下ブドウ出荷組合の会員数は 220 名、出荷量 60 万貫、価額 50 万円、出荷地方は北は北海道か
ら南は長崎・台湾まで達し、ほぼ日本全国におよんだ。安堂出荷組合も、会員数 47 名、15 万
貫、15 万円であった」（柏原市史編纂委員会[1972]、271 頁）。「堅下ブドウ組合の組合員名簿(昭






術開発を担っていた人々20 名で、温室ぶどう栽培がはじめられた。・・・昭和 10 年（1935）の





















































  葡萄酒(石） 原料（貫） 
1939 年 5,100 408,000 
1940 年 5,200 416,000 
1941 年 5,500 440,000 
1942 年 8,401 672,880 
1943 年 10,600 848,000 
1944 年 18,334 1,466,720 
1945 年 1,044 83,520 
1946 年 955 76,400 
1947 年 117 9,360 
1948 年 65 5,200 




－ 192 － 
が本格化したのであろう。大正 3 年（1914）頃に山梨からデラウェアが導入されたのは、第 1
次大戦の好景気でぶどうの需要が増大したことと無関係ではない。この頃に林野のぶどう園化
が進んだのである。大正 6 年（1917）に青果組合、大正 12 年（1923）には駒ヶ谷青果移出組合
が結成され、販路も名古屋・伊勢方面に広がった。昭和 3 年（1928）には大阪鉄道（現近畿日
本鉄道）を使って柏原まで運ばれ、国鉄(現ＪＲ)関西本線で名古屋方面に出荷されるようになっ
た。昭和 3 年（1928）から昭和 10 年（1935）の間に、駒ヶ谷をはじめとする大阪の産地は出荷

























で、葡萄酒の製造販売を同年 2 月から開始している。店名を寿屋洋酒店と改めた翌年の明治 40




で渡りに船となり、信次郎の代で新潟県の岩ノ原葡萄園（昭和 9 年）、山梨農場（昭和 11 年）、














葡萄園の 6.5 倍の 150ha の敷地面積、大正 2（1913）年に大日本葡萄酒醸造株式会社に改組）
が昭和 7（1932）年から国税局の管轄下に置かれている情報を提供し、昭和 11（1936）年の競
売で寿屋が落札し、10 月 11 日に「株式会社寿屋山梨農場」と名付け、葡萄栽培、葡萄酒醸造
を行った。現在のサントリー登美の丘ワイナリーである。（以上、木島［1991］、244～247 頁なら




い、「昭和 39 年（1964 年）から 49 年（1974 年）にかけて大井一郎を中心にカベルネ・ソーヴ
ィニオンとメルローとのブレンドによるボルドースタイルの上級ワイン「シャトーリオン」と、











10 月 15 日に開設され、「ブランデー原酒、ジン原酒、ブランデー、甘味果実酒、スピリッツ、
リキュール」の製造・瓶詰を担った。サントリー［1969－b］には「道明寺工場のむかし①」と
「道明寺工場のむかし②」に往時の写真が掲載されている。①には古い順で「酒庫の一部（昭




















料の制約性から 2006 年までの統計でしかつかみようがない。表‐３「農林水産省 果樹生産出
荷統計品目別結果樹面積、収穫量、出荷量累年統計」および「農林水産省 市町村別の結果樹
面積・収穫量・出荷量」ではたとえば大項目果実→中項目ブドウ→詳細項目デラウェアで、か 
－ 195 － 
表‐３ 大阪府におけるブドウ結果樹面積、収穫量及び出荷量 











  ha t t ha t t ha t t 
1973 831 9,790 9,062 696 8,100 7,582 20 281 240 
1974 818 9,960 9,217 690 8,310 7,777 17 258 217 
1975 805 9,350 8,705 689 7,870 7,395 16 249 208 
1976 802 7,860 7,325 689 6,950 6,538 14 185 150 
1977 800 9,010 8,377 695 7,740 7,264 14 192 155 
1978 795 8,310 7,715 691 7,180 6,736 14 167 130 
1979 795 7,950 7,391 691 6,940 6,520 14 160 122 
1980 795 7,120 6,598 691 6,260 5,865 14 140 102 
1981 791 7,360 6,816 690 6,390 5,977 14 163 118 
1982 793 8,290 7,698 692 7,270 6,814 14 172 124 
1983 777 9,060 8,469 691 8,180 7,707 10 127 95 
1984 754 8,940 8,262 684 8,200 7,608 5 65 49 
1985 745 8,040 7,467 679 7,390 6,892 5 60 47 
1986 737 8,460 7,857 676 7,828 7,308 5 59 45 
1987 739 8,700 8,092 678 8,020 7,480 5 62 48 
1988 740 8,780 8,269 679 8,080 7,635 5 64 50 
1989 729 8,940 8,433 674 8,280 7,834 5 67 53 
1990 710 8,450 7,920 658 7,830 7,360 5 65 52 
1991 703 8,360 7,820 651 7,730 7,250 5 65 52 
1992 698 8,670 8,110 647 8,030 7,540 5 65 52 
1993 700 8,530 7,910 648 7,920 7,360 5 62 49 
1994 693 8,560 8,010 643 7,950 7,470 5 61 49 
1995 685 7,710 7,180 634 7,070 6,600 5 61 49 
1996 662 7,900 7,370 612 7,270 6,770 2 31 30 
1997 637 7,440 6,890 578 6,680 6,180 1 23 22 
1998 600 6,810 6,360 536 6,040 5,640 1 13 12 
1999 578 6,820 6,370 513 6,020 5,630 1 13 12 
2000 564 7,030 6,570 497 6,180 5,790 1 14 13 
2001 560 7,300 6,840 494 6,430 6,040 1 14 13 
2002 537 6,920 6,490 472 6,060 5,710 1 13 12 
2003 503 5,870 5,550 444 5,070 4,800 1 10 10 
2004 490 6,120 5,820 431 5,310 5,070 0 7 7 
2005 490 6,040 5,680 431 5,220 1,920 0 7 7 
2006 488 5,710 5,370 429 4,900 4,620 0 7 7 
2007 486 5,980 5,620 … … … … … … 
2008 482 6,170 5,840 … … … … … … 
2009 474 5,930 5,620 … … … … … … 
2010 464 5,060 4,780 … … … … … … 
2011 452 4,790 4,570 … … … … … … 
2012 441 5,340 5,100 … … … … … … 
2013 436 5,140 4,880 … … … … … … 
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  ha t t ha t t ha t t 
1973 44 591 490 45 474 439 - - - 
1974 40 542 463 45 495 450 - - - 
1975 33 455 387 42 454 422 - - - 
1976 33 284 235 42 273 254 - - - 
1977 32 404 347 35 385 358 - - - 
1978 32 364 311 35 350 326 3 33 27 
1979 32 332 281 35 282 262 3 32 26 
1980 32 299 251 35 225 210 3 29 25 
1981 32 342 296 32 245 228 3 32 26 
1982 32 353 307 32 271 252 3 32 26 
1983 29 332 286 27 212 197 3 32 26 
1984 24 286 252 22 190 177 4 42 34 
1985 25 272 237 16 130 118 5 46 38 
1986 25 277 240 11 92 83 5 51 44 
1987 25 305 271 11 102 97 5 56 49 
1988 26 313 283 9 90 88 5 57 51 
1989 24 304 275 9 93 91 5 59 53 
1990 24 297 271 7 70 68 5 57 51 
1991 24 302 277 7 77 75 5 58 52 
1992 23 302 274 6 68 65 6 63 56 
1993 22 280 254 5 55 53 9 96 83 
1994 22 280 260 4 47 46 9 97 84 
1995 19 244 226 3 35 34 13 159 148 
1996 17 223 211 3 35 33 17 214 200 
1997 18 245 229 2 24 22 24 299 287 
1998 21 261 243 2 20 18 26 309 296 
1999 21 271 252 2 21 19 26 322 300 
2000 21 292 271 2 24 21 26 324 302 
2001 20 293 274 2 24 21 26 327 305 
2002 20 290 271 2 24 21 25 321 299 
2003 18 283 269 2 27 26 23 292 273 
2004 18 283 269 1 19 18 23 295 275 
2005 18 289 274 1 19 18 23 293 273 
2006 18 277 263 … … … 23 292 272 
2007 … … … … … … … … … 
2008 … … … … … … … … … 
2009 … … … … … … … … … 
2010 … … … … … … … … … 
2011 … … … … … … … … … 
2012 … … … … … … … … … 
2013 … … … … … … … … … 
資料：農林水産省果樹生産出荷統計品目別結果樹面積、収穫量及び出荷量累年統計 
－ 197 － 
つ市町村別で統計がみられるのは 2006 年までである。例えば羽曳野市でのデラウェアの収穫量





穫量でも羽曳野市、柏原市、太子町、交野市、大阪狭山市の 6 市町で 97.5 パーセントを占め、
殊に羽曳野市、柏原市で収穫量の 76.4 パーセント（2006 年）と、府下では他を圧倒している。 
 
表‐４ 大阪府下ぶどう結果樹面積（ｈａ） 
  大阪府下 柏原市 府下割合 羽曳野市 府下割合 大阪狭山市 交野市 太子町 
1995 年   685 214 31.2% 280 40.9% 8 10 162 
1996 年   662 209 31.6% 269 40.6% 9 10 152 
1997 年   637 190 29.8% 261 41.0% 13 10 149 
1998 年   600 174 29.0% 253 42.2% 12 9 135 
1999 年   578 171 29.6% 240 41.5% 12 9 129 
2000 年   564 165 29.3% 233 41.3% 12 9 128 
2001 年   560 162 28.9% 233 41.6% 12 9 128 
2002 年   537 162 30.2% 221 41.2% 11 8 121 
2003 年   503 158 31.4% 217 43.1% 9 8 100 
2004 年   490 157 32.0% 216 44.1% 9 8 88 
2005 年   490 157 32.0% 216 44.1% 9 8 88 




  大阪府下 柏原市 府下割合 羽曳野市 府下割合 大阪狭山市 交野市 太子町 
1995 年 7,710 2,240 29.1% 3,310 42.9% 85 107 1,850 
1996 年 7,900 2,270 28.7% 3,390 42.9% 106 114 1,880 
1997 年 7,440 1,990 26.7% 3,230 43.4% 144 114 1,800 
1998 年 6,810 1,920 28.2% 2,940 43.2% 125 102 1,540 
1999 年 6,820 1,990 29.2% 2,860 41.9% 130 106 1,540 
2000 年 7,030 2,210 31.4% 2,840 40.4% 130 108 1,540 
2001 年 7,300 2,230 30.5% 2,990 41.0% 134 114 1,630 
2002 年 6,920 2,230 32.2% 2,770 40.0% 129 102 1,510 
2003 年 5,870 1,850 31.5% 2,530 43.1% 95 94 1,170 
2004 年 6,120 2,090 34.2% 2,600 42.5% 99 106 1,080 
2005 年 6,040 2,070 34.3% 2,560 42.4% 99 103 1,060 
2006 年 5,710 1,950 34.2% 2,410 42.2% ‐ ‐ 1,020 
資料：2007 年農林水産省作物統計調査市町村別データ  
－ 198 － 




露  地 施  設 
栽培経営体数 栽培面積 栽培経営体数 栽培面積 
大 阪 府  453  274 7 148  265 14 249 
柏 原 市  118  107 3 214  45 2 348 
羽 曳 野 市  142  44 1 529  119 7 763 
交 野 市  16  13  205  10  371 
大阪狭山市  29  22  601  10  299 
太 子 町  75  26  686  61 3 325 












ブドウ合計 デラウェア マスカット・ベリーA 
作付面積 収穫量 作付面積 収穫量 作付面積 収穫量 
ha t ha t ha t 
1995 年 214 2240 187 1910 14 185 
1996 年 209 2270 182 1940 13 181 
1997 年 190 1990 168 1700 13 189 
1998 年 174 1920 150 1640 16 206 
1999 年 171 1990 147 1690 16 216 
2000 年 165 2210 141 1890 16 237 
2001 年 162 2230 138 1890 16 240 
2002 年 162 2230 138 1890 16 240 
2003 年 158 1850 134 1480 16 259 
2004 年 157 2090 134 1730 16 259 
2005 年 157 2070 134 1700 16 264 
2006 年 157 1950 134 1590 16 253 
2006／1995 73.4% 87.1% 71.7% 83.2% 114.3% 136.8% 
2006 年大阪府 488 5710 429 4900 18 277 
柏原市シェア 32.2% 34.2% 31.2% 32.4% 88.9% 91.3% 
農林水産省 市町村別の結果樹面積・収穫量・出荷量 
－ 199 － 
 表‐７は柏原市のぶどう栽培・収穫状況の推移を 2006 年までみたものである。2006 年の収
穫量のうちデラウェアとマスカット・ベリーA で 94.5 パーセントを占めている。両者の推移を
みてみると、デラウェアが面積で 28.7 パーセント、収穫量で 16.8 パーセント減少し、マスカッ
ト・ベリーA では逆に 14.3％、36.8 パーセント拡大している。おそらくマスカット・ベリーA
の拡大は生食用で伸びているのではなく、醸造用で伸びていると考えられる。 



















ぶどう畑路地上に実る甲州ぶどう（2016 年 6 月 27 日 筆者撮影） 


















もワインにしない」ものであったが、それを工夫しながら 4 通りの化け方をはかった。第 1 は
＜たこシャン＞ スパークリングワインの製造販売で、ここには「果汁の前処理」、「濁度（NTU）
の調整」、「発酵温度の発見」、「酵母菌の選定と管理」で工夫が凝らされていると考えられる。
第 2 は＜柔らか薫るデラウェア 爽やか薫デラウェア＞デラウェア スティルワインの製造販売
で、「果汁の前処理」、「濁度（NTU）の調整」、「温度自動管理密閉タンクでの発酵」、「酵母菌の
選定と管理」で工夫が凝らされていると考えられる。第 3 は＜グラッパ＞の 2001 年日本初の製
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２－２ 近時羽曳野市のぶどう栽培・ワイン醸造、ワイン販売の特徴 
 
 表‐８ 羽曳野市ぶどう耕作面積（Ha) 表‐９ 羽曳野市ぶどう収穫量（ｔ) 
合計 デラウェア 合計 デラウェア 
2003 年 217 215 2003 年 2,530 2,510 
2004 年 216 214 2004 年 2,600 2,580 
2005 年 216 214 2005 年 2,560 2,530 
2006 年 214 212 2006 年 2,410 2,380 






















イテムとのこと。デラウェアの 2015 年醸造の 1 升瓶ワインと 2016 年のそれを時期を異にして
飲んだ印象だが、味が随分と変わったように感じられた。酵母菌は渡仏して購入されると聞き
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